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観 光 経 済 新 聞週 刊 （６）２００８年（平成２０年）１０月１１日（土曜日）第２４８７号 第３種郵便物認可

観光庁の初代長官には、国土交通省
総合観光政策審議官だった本保芳明氏
が就任した。１０月１日の就任記者会見
では、観光関係者の連携のもとに、政
策目標を達成することを使命に挙げ
た。観光立国の実現に向けて、観光庁
をどう動かすのか。

観
光
庁
は
ど
う
動
く
の
か

�
�
。
観
光
庁
の
発
足
と
前

後
し
て
動
き
出
し
た
テ
ー
マ

に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す

る
中
長
期
戦
略
の
策
定
と
、

観
光
圏
の
整
備
に
よ
る
観
光

地
づ
く
り
が
あ
る
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
で
は
、
２
０
２
０
年

を
に
ら
ん
だ
新
た
な
目
標
の

も
と
に
戦
略
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
観
光
圏
の
整

備
で
は
、
１６
地
域
で
具
体
的

に
事
業
が
動
き
出
し
た
。
観

光
立
国
の
こ
れ
か
ら
を
展
望

す
る
重
要
な
施
策
だ
。

目
標
は
外
客
２
千
万
人

観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

の
基
本
的
な
目
標
の
中
で
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、

１
千
万
人
の
目
標
達
成
が
近

づ
い
て
い
る
。
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｖ
Ｊ
Ｃ
）
の
効
果
な
ど
で

訪
日
外
客
数
は
０７
年
に
８
３

５
万
人
に
達
し
た
。
０３
年
対

比
で
３
１
４
万
人
の
増
加
と

い
う
大
幅
な
伸
び
だ
。
こ
こ

に
来
て
航
空
機
の
燃
油
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
高
騰
な
ど
の
懸

案
材
料
が
出
て
き
た
が
、
こ

れ
ま
で
右
肩
上
が
り
で
順
調

に
推
移
し
て
き
た
。

観
光
庁
に
は
、
１
千
万
人

の
次
な
る
目
標
が
す
で
に
提

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
２

０
２
０
年
の
外
国
人
旅
行
者

２
千
万
人
と
い
う
目
標
だ
。

政
府
の
観
光
立
国
推
進
戦
略

会
議
の
提
言
に
基
づ
き
、
こ

の
目
標
達
成
に
向
け
た
中
長

期
戦
略
の
策
定
が
始
ま
っ
て

い
る
。こ
の
中
長
期
戦
略
は
、

観
光
立
国
の
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
提
示
す
る
と
と
も

に
、
観
光
庁
発
足
の
意
義
を

各
界
に
幅
広
く
示
す
た
め
に

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
。何

よ
り
２
千
万
人
の
イ
ン

パ
ク
ト
が
大
き
い
。
訪
日
外

客
数
が
７
５
６
万
人
だ
っ
た

０６
年
度
は
外
国
人
の
旅
行
消

費
額
は
１
・
４
兆
円
だ
っ
た

が
、
２
千
万
人
を
実
現
す
る

と
、
４
・
３
兆
円
に
増
加
す

る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
２

千
万
人
時
代
を
想
定
す
る

と
、主
要
市
場
の
訪
日
数
は
、

中
国
か
ら
６
０
０
万
人
（
０７

年
９４
万
人
）
、
韓
国
か
ら
４

０
０
万
人
（
同
２
６
０
万

人
）
、
台
湾
か
ら
２
０
０
万

人
（
同
１
３
９
万
人
）
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

２
千
万
人
を
実
現
す
る
に

は
、
観
光
庁
の
機
能
を
フ
ル

に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
タ
テ
割
り
行
政
�
を
排
し

て
、
関
係
省
庁
に
対
す
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

政
府
の
取
り
組
み
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え

ば
、
査
証
（
ビ
ザ
）
の
発
給

な
ど
で
は
、
外
務
省
や
警
察

庁
な
ど
と
の
調
整
が
生
じ

る
。
伝
統
文
化
や
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
、
食
文
化
な
ど
の

情
報
発
信
で
も
、
関
係
省
庁

と
連
携
し
た
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
展
開
が
欠
か
せ
な
い
。

地
域
の
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
で
は
、
さ
ら
に
多
様
な

関
係
者
と
の
連
携
、
官
民
一

体
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。
２
千
万
人
を
全
国
各
地

に
誘
致
す
る
に
は
、
国
際
競

争
力
の
高
い
観
光
地
づ
く
り

を
促
進
し
、
地
方
自
治
体
や

観
光
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

医
療
や
災
害
対
策
の
関
係
機

関
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
。
観
光
庁
を
け
ん

引
役
に
国
を
挙
げ
た
態
勢
づ

く
り
が
必
要
に
な
る
。

観
光
圏
１６
地
域
を
認
定

観
光
は
、
地
域
活
性
化
の

�
起
爆
剤
�
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。
観
光
地
づ
く
り

が
急
務
だ
。
基
本
計
画
の
主

要
目
標
の
１
つ
、
日
本
人
の

国
内
観
光
旅
行
の
宿
泊
日
数

は
、
２
０
１
０
年
度
に
年
間

１
人
当
た
り
４
泊
に
す
る
の

が
目
標
だ
が
、
０７
年
度
は
２

・
４７
泊（
暫
定
値
）と
低
迷
。

こ
の
数
値
は
過
去
２
年
連
続

で
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
人
で
に
ぎ
わ

う
地
域
が
増
え
て
い
る
が
、

０７
年
の
宿
泊
旅
行
統
計
に
よ

る
と
、
外
国
人
延
べ
宿
泊
者

数
を
三
大
都
市
圏
と
そ
の
他

の
地
方
の
比
率
で
み
る
と
、

７３
％
対
２７
％
と
大
き
な
差
が

開
い
て
い
る
。
２
千
万
人
を

見
据
え
た
場
合
、
地
方
へ
の

誘
致
拡
大
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
く
る
。

今
年
７
月
、
観
光
圏
整
備

法
（
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る

観
光
旅
客
の
来
訪
お
よ
び
滞

在
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
新
法

に
基
づ
く
観
光
圏
の
整
備

が
、
観
光
地
づ
く
り
の
新
た

な
支
援
制
度
の
１
つ
だ
。
目

的
は
、
国
内
外
の
観
光
客
に

２
泊
３
日
以
上
の
滞
在
を
提

案
で
き
る
観
光
地
づ
く
り
の

促
進
。
消
費
額
が
高
く
、
経

済
効
果
の
大
き
い
滞
在
型
観

光
へ
の
対
応
を
図
る
。

具
体
的
に
は
、
市
町
村
の

垣
根
を
越
え
て
連
携
し
た
広

域
の
観
光
エ
リ
ア
を
「
観
光

圏
」
に
認
定
し
、
観
光
事
業

者
な
ど
の
取
り
組
み
を
補
助

金
や
特
例
措
置
で
支
援
す

る
。
観
光
圏
整
備
事
業
の
補

助
金
だ
け
で
な
く
、
他
の
社

会
資
本
整
備
も
導
入
し
や
す

く
し
、
農
林
水
産
省
の
交
付

金
な
ど
も
活
用
が
可
能
だ
。

宿
泊
施
設
に
は
、
設
備
更
新

へ
の
特
別
貸
付
制
度
を
新
設

し
た
ほ
か
、
旅
行
業
法
の
特

例
措
置
で
旅
行
業
者
代
理
業

を
認
め
、
着
地
型
旅
行
商
品

を
フ
ロ
ン
ト
な
ど
で
販
売
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

観
光
庁
の
発
足
に
合
わ
せ

て
、
観
光
圏
整
備
実
施
計
画

の
認
定
地
域
と
し
て
１６
地
域

が
発
表
さ
れ
た
。
各
地
域
で

新
制
度
を
活
用
し
た
観
光
地

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

観
光
庁
に
は
、
一
元
的
な
窓

口
と
し
て
観
光
地
域
づ
く
り

を
支
援
す
る
機
能
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
地
域
の
実
状
に

応
じ
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
展

開
が
期
待
さ
れ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

２０００
万
人
の
達
成
に
機
能
発
揮

観
光
地
づ
く
り

観
光
圏
整
備
で「
滞
在
型
」へ

就
任
の
抱
負
を
。

本
保

観
光
庁
の
使
命

は
、
非
常
に
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
一
昨
年
末
に
観
光
立

国
推
進
基
本
法
が
成
立
し
、

昨
年
６
月
に
観
光
立
国
推
進

基
本
計
画
が
決
定
し
た
。
こ

れ
ら
に
掲
げ
ら
れ
た
政
策
目

標
を
実
現
す
る
こ
と
が
基
本

的
な
使
命
だ
。
こ
の
た
め
の

組
織
づ
く
り
、
運
営
が
私
に

課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
あ
り
、

そ
れ
が
で
き
れ
ば
政
府
部
内

の
調
整
や
関
係
者
と
の
連
携

の
も
と
に
具
体
的
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

だ
。

組
織
運
営
は
。

本
保

観
光
関
係
者
全
体

で
の
連
携
プ
レ
ー
を
う
ま
く

リ
ー
ド
す
る
の
が
観
光
庁
の

責
務
だ
。
関
係
省
庁
と
は
、

内
閣
に
観
光
立
国
関
係
閣
僚

会
議
が
あ
り
、
そ
の
下
に
関

係
省
庁
連
絡
会
議
が
あ
る
。

そ
の
連
絡
会
議
の
議
長
を
務

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う

し
た
場
を
最
大
限
に
活
用
し

て
成
果
を
上
げ
た
い
。ま
た
、

経
団
連
（
日
本
経
済
団
体
連

合
会
）
か
ら
は
、
官
民
の
協

議
会
の
よ
う
な
仕
組
み
を
設

け
て
、
基
本
計
画
の
進
ち
ょ

く
状
況
や
成
果
を
点
検
し
、

チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ

ン
ス
を
確
保
す
る
と
い
う
こ

と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
機

能
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う

に
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

外
客
の
誘
致
、
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
は
。

本
保

中
長
期
目
標
に
２

０
２
０
年
の
２
千
万
人
と
い

う
数
字
を
掲
げ
た
の
は
、
１

千
万
人
が
視
野
に
入
っ
て
く

る
の
と
同
時
に
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
見
え
て
き
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
問
題
を
各
界
に

投
げ
か
け
て
議
論
し
な
が
ら

問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考

え
た
か
ら
だ
。
観
光
産
業
全

体
は
こ
れ
ま
で
内
需
中
心
だ

っ
た
と
思
う
が
、
成
長
分
野

で
あ
る
外
国
人
市
場
を
取
り

込
み
、
外
需
に
目
を
向
け
て

い
く
上
で
、
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
２
千
万
人
と
い

う
数
字
を
出
し
た
。
世
界
の

観
光
需
要
の
伸
び
か
ら
す
る

と
、
そ
う
無
理
な
数
字
で
は

な
い
が
、
こ
れ
を
具
体
化
し

よ
う
と
す
る
と
、
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
多

い
。宿

泊
産
業
の
世
界
で
は
、

０７
年
の
時
点
で
、
延
べ
宿
泊

者
の
１４
人
に
１
人
が
外
国
人

と
い
う
レ
ベ
ル
だ
が
、
こ
れ

が
２
千
万
人
に
な
る
と
６
人

に
１
人
に
な
る
。
現
状
で
は

外
国
人
を
１
人
も
泊
め
て
い

な
い
施
設
が
約
３５
％
、
宿
泊

客
に
占
め
る
割
合
が
１
割
以

内
と
い
う
施
設
は
５５
％
あ

る
。
こ
の
３５
％
の
施
設
が
こ

の
ま
ま
日
本
人
だ
け
で
商
売

し
た
と
す
る
と
、
そ
れ
以
外

の
施
設
は
宿
泊
客
の
３
、
４

割
は
外
国
人
と
い
う
態
勢
を

築
か
な
い
と
２
千
万
人
は
実

現
で
き
な
い
。
こ
れ
は
相
当

の
決
意
で
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

見
直
し
や
施
設
の
手
入
れ
を

進
め
な
い
と
、
簡
単
に
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
例
だ
け
で
な

く
、問
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

各
界
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

に
は
時
間
が
必
要
だ
。
そ
こ

で
少
し
先
取
り
し
て
２
千
万

人
と
い
う
数
字
を
示
し
た
。

観
光
立
国
実
現
へ
の

社
会
資
本
整
備
は
。

本
保

観
光
庁
の
新
設
を

盛
り
込
ん
だ
国
交
省
設
置
法

の
改
正
案
に
対
し
、
観
光
庁

は
国
交
省
で
は
な
く
、
例
え

ば
内
閣
府
に
置
い
た
方
が
総

合
調
整
機
能
を
発
揮
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘

が
あ
っ
た
。
こ
の
指
摘
に
私

ど
も
が
答
え
た
の
は
、
観
光

庁
が
純
粋
な
頭
脳
集
団
で
あ

る
な
ら
ば
そ
れ
も
考
え
ら
れ

る
が
、
観
光
は
頭
脳
の
も
と

で
手
足
が
動
い
て
初
め
て
で

き
る
仕
事
、
手
足
を
持
っ
て

い
る
国
交
省
の
方
が
少
な
く

と
も
現
時
点
で
は
現
実
的
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

観
光
振
興
あ
る
い
は
観
光

行
政
の
大
き
な
部
分
は
観
光

地
づ
く
り
に
あ
る
。
こ
れ
は

社
会
資
本
整
備
と
の
連
携
プ

レ
ー
な
く
し
て
実
現
不
可
能

だ
。
観
光
圏
整
備
法
の
運
用

に
つ
い
て
も
、地
方
整
備
局
、

運
輸
局
が
一
体
で
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
観
光
地
づ
く

り
全
体
の
計
画
の
中
で
適
切

に
社
会
資
本
形
成
が
進
む
よ

う
に
し
た
い
。

基
本
計
画
の
主
要
目

標
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

本
保

５
つ
の
目
標
の
う

ち
、
観
光
消
費
額
の
目
標
は

他
の
項
目
の
結
果
な
の
で
４

つ
に
つ
い
て
答
え
る
。
外
客

誘
致
は
、
最
近
難
し
い
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

国
際
会
議
の
誘
致
は
関
係
省

庁
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本
政
府

観
光
局
）
の
協
力
で
従
来
漏

れ
て
い
た
件
数
を
拾
う
こ
と

が
で
き
た
。
先
日
発
表
さ
れ

た
０７
年
統
計
で
は
、
統
計
方

法
の
変
更
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
世
界
１８
位
か
ら

５
位
に
上
昇
す
る
と
い
う
結

果
が
出
た
。
た
だ
、
変
更
前

の
統
計
方
法
で
考
え
れ
ば
、

０５
年
対
比
５
割
増
の
目
標
の

達
成
に
は
努
力
が
い
る
。

こ
の
２
目
標
は
比
較
的
順

調
に
来
て
い
る
が
、
国
内
観

光
旅
行
の
０７
年
の
宿
泊
日
数

は
前
年
か
ら
大
き
く
下
が
っ

た
。
日
本
人
の
海
外
旅
行
も

苦
戦
が
続
い
て
い
る
。
取
り

組
み
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
が

あ
り
、
大
い
に
力
を
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。

国
内
旅
行
の
振
興
は
、
大

局
的
に
言
え
ば
人
口
減
少
社

会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
市
場
が
大
き
く
伸
び
る
想

定
で
議
論
す
る
の
は
難
し
い

と
思
う
が
、
他
方
で
、
ま
だ

ま
だ
努
力
の
余
地
が
あ
り
、

新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
日
本
人
の

海
外
旅
行
で
は
、
国
に
よ
っ

て
双
方
向
で
伸
ば
す
ツ
ー
ウ

ェ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り

組
ま
な
い
と
い
け
な
い
。

外
客
の
受
け
入
れ
基

盤
と
な
る
産
業
振
興
は
。

本
保

主
要
旅
行
会
社
の

総
取
扱
額
の
う
ち
外
国
人
旅

行
の
割
合
は
０
・
９
％
し
か

な
い
。
９９
・
１
％
は
内
需
で

動
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は

日
本
人
中
心
で
十
分
ビ
ジ
ネ

ス
が
で
き
た
と
い
う
の
が
背

景
に
あ
る
。
た
だ
、
大
手
を

中
心
に
外
需
を
上
手
く
取
り

込
も
う
と
い
う
よ
う
に
戦
略

転
換
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
と

み
て
い
る
。
同
時
に
、
民
間

の
努
力
だ
け
で
は
自
由
な
経

済
活
動
が
展
開
で
き
な
い
市

場
も
あ
る
。
中
国
、
韓
国
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
日
本
の

旅
行
会
社
は
基
本
的
に
ラ
ン

ド
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ぐ
ら
い

し
か
で
き
な
い
状
況
だ
。
簡

単
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し

て
努
力
す
る
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
。合

言
葉
に
し
て
い
る

「
開
か
れ
た
観
光
庁
」
へ
の

組
織
づ
く
り
は
。

本
保

観
光
庁
に
は
大
勢

の
方
に
外
部
か
ら
来
て
頂
い

て
い
る
。
民
間
か
ら
２１
人
、

自
治
体
か
ら
６
人
、
他
省
庁

か
ら
３
人
。
そ
う
い
う
力
を

最
大
限
に
活
用
し
仕
事
へ
の

取
り
組
み
方
を
工
夫
し
て
い

き
た
い
。
同
時
に
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
も
大

事
だ
。
早
い
時
期
に
観
光
庁

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
な
ど

を
つ
く
っ
て
世
に
問
い
た

い
。
外
部
の
意
見
を
聞
く
仕

組
み
な
ど
も
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

観光庁の幹部、課長が出席した初庁議（１０月１日）

外
客
２０００
万
人
へ
の
課
題
解
決

産
業
界
に
成
長
市
場
の
取
り
込
み
期
待
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大学大学院理工学研究科修了。１９７４年運輸省
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務課長、大臣官房審議官などを経て、０３年４
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観光庁は
こう動く


